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吉井川直轄河川改修事業



河川改修事業の評価項目調書 
事 業 名 (箇所名) 吉井川直轄河川改修事業 

実  施  箇  所 吉井川水系直轄管理区間 岡山県岡山市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町 

該  当  基  準 
社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業（河川

整備計画策定） 

事  業  諸  元 高潮対策、耐震対策、築堤、河道掘削、堤防補強（浸透対策） 

事  業  期  間 
吉井川直轄河川改修事業（整備期間30年）：平成30年度～平成59年度 

当面想定している事業 （整備期間 7年）：平成30年度～平成36年度 

総 事 業 費 (億円) 
（整備期間30年） 

（整備期間 7年） 

224 

63 
残 事 業 費 (億円) 

（整備期間30年） 

（整備期間 7年） 

224 

63 

目 的 ・ 必 要 性 

吉井川は、その源を岡山・鳥取県境の三国山に発し、途中、津山盆地を貫流し、吉備高

原の谷底平野を南流して、吉野川、金剛川等の支川を合流し、岡山平野を流下し児島湾に

注いでいる。下流部は干拓等により形成されたゼロメートル地帯で、洪水や高潮等により

氾濫すると広範囲に浸水域が広がるとともに浸水が長期化し、甚大な被害が発生する。吉

井川流域では過去から度重なる洪水に見舞われ、近年では平成 10 年 10 月の洪水で戦後最

大の流量が発生し、上流の県管理区間で洪水氾濫が発生したほか、国管理区間でも氾濫が

発生する寸前まで水位が上昇した。このため、上下流の治水バランスを踏まえた治水対策

を計画的に実施していく必要がある。 

（洪水実績） 

・昭和51年 9月洪水：家屋浸水戸数13,759戸（岡山県全域） 

・平成 2年 9月洪水：家屋浸水戸数 6,190戸（吉井川流域） 

・平成10年10月洪水：家屋浸水戸数 5,904戸（吉井川流域） 

・平成16年 9月洪水：家屋浸水戸数  823戸（吉井川流域） 

 

（災害発生時の影響：洪水浸水想定区域内(河川整備基本方針規模)） 

 ○人  口：約55,500 人 

 ○世 帯 数：約19,700 世帯 

 ○重要な公共施設等： 岡山市東区役所、瀬戸内市役所、赤磐市役所熊山支所、 

和気町役場、岡山市東消防署、瀬戸内市消防署、岡山東警察署、 

国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所管理第２課（坂根分室）、 

国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所西大寺出張所、 

JR山陽本線、JR赤穂線、国道2号、国道374号 

 ○要配慮者利用施設：岡村一心堂病院、瀬戸内市民病院、北川病院、平病院 

 ○その他：五明工業団地 

便 益 の 主 な 根 拠 
年平均浸水軽減世帯数      353世帯   （当面想定している事業 244世帯） 

年平均浸水軽減面積         137ha    （当面想定している事業  90ha） 

事業全体の投資効率

性 
B：総便益 （億円） C:総費用 （億円） B/C B-C EIRR 

基準 

年度 

 
全体事業 総便益 1,167 総費用 137 8.5 1,030  57.7% H29 

当面想定している事業

（整備期間７年） 
総便益 646 総費用 54 12.1 592 57.7% H29 

感 度 分 析 

 当面の事業(B/C) 全体事業(B/C) 

事 業 費(＋10％～－10％) 11.0～13.3 7.8～9.4 

工 期 (＋10％～－10％) 12.0～12.1 8.5 

資 産 (＋10％～－10％) 13.3～10.9 9.4～7.7 

当面の段階的な整備(H30～H36) ：B/C=12.1 
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事 業 の 効 果 等 

・吉井川において、戦後最大規模の洪水である平成10年10月洪水等が再び発生しても、洪水

を安全に流下させる(岩戸7,050m3/s)。既往最高潮位を記録した平成16年8月の台風16号によ

る高潮が再び発生しても、浸水被害を防止する。 

浸水世帯数 7,768世帯 ⇒ 0世帯 

浸水面積   2,718ha  ⇒ 0ha  

被 害 額   1,954億円 ⇒ 0億円  

社会情勢等の変化 

＜地域状況＞ 

・吉井川下流域の関係市町の総人口及び総世帯数は増加している。 

＜地域の協力体制＞ 

・沿川の関係市町が「岡山県吉井川下流改修促進協力会」を組織し、治水対策の促進を強

く要望している。 

＜事業に関わる地域の人口、資産等の変化＞ 

【関係市町指標：岡山市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町】 

○人 口  ：1.01倍（849,254人/844,095人）      〈H27数値/H22数値〉 

○世 帯 数 ：1.04倍（358,092世帯/344,937世帯）   〈    〃   〉 

○事 業 所 ：0.97倍（38,388事業所/39,580事業所）  〈H26数値/H21数値〉 

○耕地面積 ：0.98倍（20,495ha/20,866ha）          〈H28数値/H25数値〉 

（出典）人口、世帯数：国勢調査 

    事業所   ：経済センサス 

    耕地面積  ：作物統計調査 

事業の進捗状況 
・平成 21年 3月 6 日吉井川水系河川整備基本方針策定。 

・現在、吉井川下流域における高潮対策、耐震対策工事を実施中であり、順調に進捗して

いる。 

事業の進捗の見込み 
・関係機関や地域からの要望、協力体制も構築されていることから、今後も円滑な事業進

捗が見込まれる。 

コスト縮減や代替案

立案等の可能性 
・掘削箇所で発生する掘削土を築堤材に有効活用し、コスト縮減に努める。 

対 応 方 針(原案) 継続 

対 応 方 針 理 由 ・吉井川水系河川整備計画に基づき、事業実施することは妥当と考える。 

そ の 他 － 
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